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第 18 回日常診療経験交流会

　10 月 25 日協会会議室と県農業会館で開催された第 18 回日常診療経験交流会で、
姫路・西播支部より２医療機関から分科会の話題提供が行われ、活発な質疑応答が交
わされた。
　池内春樹理事長・支部副支部長は「特定健診、保健指導における体脂肪計の活用に
ついて」というテーマで、手軽に体内脂肪や BMI、基礎代謝などの変化がわかる体脂
肪計の活用方法を報告した。

診療の工夫を報告
姫路・西播支部から２医療機関が演題発表

分科会で報告する池内先生

投 稿 募 集 ！

　姫路・西播支部ニュースへの投稿を募集しています。趣味や日常お考えのこと
などテーマは問いません。ぜひお寄せ下さい。

ＦＡＸ：078-393-1802　E-mail：konishi-s@doc-net.or.jp
姫路・西播支部担当事務局　小西まで

企　画　案　内
兵庫県保険医協会　第 26 回地域医療を考える懇談会　ご案内

認知症地域ケア
～認知症患者さんを地域でささえるために～

日　　時　１２月５日（土）午後３時～５時

会　　場　加古川プラザホテル　２階「まつ・つつじ・くすのきの間」

（加古川市加古川町溝之口 527 　JR 加古川駅下車・南口から南東へ徒歩３

分）

話題提供　① 高嶋　隼二 先生（加古川市・高嶋内科）

　　　　　② 小堀　恵子 氏 　（加古川市・地域包括支援センターのぐち）

　　　　　③ 梅谷　公子 氏 　（加古川市・グループホームにしむら）

　　　　　④ 西村　正二 先生（加古川市・西村医院）

参 加 費　無　料

お問い合わせは、兵庫保険保険医協会　電話 078-393-1803　都甲 ( ﾄｺﾞｳ )、松村まで

患 者 署 名 に ご 協 力 く だ さ い

　医療崩壊をくい止め、患者負担の軽減で、安心し

て医療が受けられることを求める請願署名です。医

院の窓口などでご活用下さい。

追加のご注文は、℡ 078-393-1807 まで
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西播社会保障推進協議会が５市５町で自治体キャラバン実施

社会保障制度の拡充・改善を要望

姫路市での懇談で、職員らに国保改善の必要性を訴える参加者

　宗実琴子支部長が会長を務
め、姫路・西播支部も加盟
する西播社会保障推進協議会

（西播社保協）は、11 月９日
を皮切りに４日間にわたっ
て、西播各自治体５市６町を
訪問して、「社会保障制度の
拡充・改善についての要望書」
実現を求めた（佐用町は後日
実施予定）。
　自治体訪問は、11 月９日
に太子町、たつの市、10 日
に相生市、赤穂市、上郡町、

12 日に福崎町、市川町、神河町、13 日に姫路市、宍粟市に、事前にもらった回答に
もとづき質疑応答、再申し入れする方法で行った。西播社保協はそれぞれ十数人が参
加した。
　懇談で際立った対応をみせたのは、福崎町だった。島田正義町長は冒頭、要望書へ
の回答書をより良いものにするために何度もディスカッションして仕上げたことを明
かし、「憲法を町政に生かすことを念頭においているが、皆さんから今日お聞きしたこ
とを町民のいのちと暮らし、人権を守る町政に生かしていきたい」とあいさつした。
同町は、厳しい町財政のもとでも、国保問題では町独自の減免基準を設け「７・５・
２割」の減免を実施し、国保資格証明書を発行していない。
　後期高齢者医療制度廃止問題では、多くの自治体が民主党新政権の動向を見極めた
いとの態度を示したが、西播社保協側から、75 歳という年齢で区切って重い負担と差
別医療を押しつける世界に例をみない悪法を即時廃止することは、住民にとって緊急
課題であることを強調して国に廃止を要望するよう重ねて求めた。
　新型インフルエンザ対策では、保険証のない人に緊急に被保険者証を交付すること、
肺炎球菌ワクチン、新型インフルエンザワクチン接種費用を助成することの必要性を
説明し実施を求めた。
　このほか、健康診断、介護保険、生活保護、こどもの医療費助成、障害者施策等に
ついても要望、意見交換した。

　姫路市のだいとう循環器クリニック職員の山脇美奈
子氏は、「機関紙『花みずき』22 年の歴史」と題し、
医院新聞を継続的に出し続けることで得られた患者と
の交流を報告した。
　また、「続・日本の縮図ー兵庫の医療を考える」と題
した分科会では、尼崎市、淡路市などの地域医療の問
題点が報告され、フロア発言として池内先生が姫路市
の医療体制の問題について詳細に報告した。

池内先生が姫路の医療体制をパ

ワーポイントを使い解説


